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熊
本
地
震
復
興
を
祈
り

犠
牲
者
追
善
供
養
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た

同
じ
気
持
ち
の
仲
間
達
が

洛
北
鷹
峰
の
法
城
に
結
集
し
た

法
要
で
は
読
経
と
木
剣
の
音
が
響
き

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の

和
太
鼓　

琴　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

ピ
ア
ノ

フ
レ
ン
チ
ポ
ッ
プ
ス
の
音
色
と
共
鳴
し
た

「
同
悲
・
同
苦
」
の
こ
こ
ろ
が

被
災
地
に
向
け
ら
れ
た

　

文　
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田　

正　

叡

写　真／横　山　健　蔵ー 花背松上げー
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地
域
社
会
と
共
に
取
り
組
む

報

　
　
　告

　

熊
本
地
震
の
支
援
活
動
と
し
て
、
五
月
四
日
に
「
犠
牲
者
追
善
並
復
興
祈

願
法
要
」、
五
月
二
十
九
日
に
「
チ
ャ
リ
ィ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い

ま
し
た
。
御
陰
様
で
多
く
の
皆
様
の
ご
賛
同
と
ご
支
援
を
頂
き
、
充
実
し
た

支
援
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
・
お
手
伝
い
・
義
援
金
・
協
賛
な
ど
ご

協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
「
お
抹
茶
接
待
・
炊
き
出
し
・
慰
霊
法

要
」
の
活
動
が
起
点
と
な
っ
た
常
照
寺
信
行
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
活
動
も
、
近

隣
の
福
祉
施
設
入
所
の
皆
様
を
ご
招
待
し
て
の
春
秋
二
回
の
「
演
奏
茶
会
」、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
「
チ
ャ
リ
ィ
テ
ィ
ー
茶
会
」「
チ
ャ
リ
ィ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
へ
と
引
き
継
が
れ
、
こ
の
度
の
支
援
活
動
に
結
び
つ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
近
隣
の
皆
様
に
案
会
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
き

初
め
て
の
皆
様
に
も
参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熊
本
地
方
で
は

現
在
で
も
余
震
が
続
き
、
日
本
中
あ
ち
こ
ち
で
毎
日
の
よ
う
に
災
害
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
何
時
・
何
処
で
・
誰
に
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
の
中
で
、
私
達
は
少
し
で
も
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
支
援
活
動
を
続
け
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
切
衆
生
の
同
一
の
苦
は
、
悉
く
是
れ
日
蓮
一
人
の
苦
と
申
す
べ
し
」

（『
諫
暁
八
幡
抄
』）
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
は
、私
達
に
「
代
受
苦
」（
相

手
の
苦
し
み
を
自
分
の
苦
し
み
と
受
け
止
め
る
）
の
こ
こ
ろ
を
持
つ
こ
と
教

え
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
今
後
と
も
「
同
悲
・
同
苦
」
の
心
で
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

支
援
金
総
額　
　

合
計　

四
四
〇
、六
四
九
円

一
般
義
援
金　
　

熊
本
市
義
援
金
係
へ
送
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
一
、五
〇
〇
円

檀
信
徒
義
援
金　

日
蓮
宗
熊
本
宗
務
所
へ
送
付　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
九
、一
四
九
円

熊
本
地
震
「
チ
ャ
リ
ィ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
ご
協
力
者

●
フ
レ
ン
チ
ポ
ッ
プ
ス

　
　
　
　
　V

ocal  

脇
本
麻
衣  

　
　
　
　
　P

iano  

木
村
弘
美

●
和
太
鼓
　
富
松
慎
吾

●
琴
　
　
　
生
田
流
宮
城
社
　
中
村
笙
子
・
植
村
圭
子
・
佐
伯
博
子

● 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
　
山
田
健
一
・
山
田
良
江

●
音
　
響
　
魚
住
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
　

●
お
菓
子
　
松
屋
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
鎰
良
光
　

　
　
　
　
　
光
悦
堂 
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「復興祈願会・チャリティー 」
　　 住職　奥田　正叡　　　写真　谷垣　和夫

熊本地震復興支援

犠
牲
者
追
善
供
養
会
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卒塔婆に灑水供養する

一心合掌！

心をこめて焼香
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復興祈願！

願いを込めて

山内に太鼓が響いた
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秘 妙 五 段 修 錬 加 持

念唱！

参加者全員が合掌して祈った！
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迫
力
満
点
！

和
太
鼓
の
富
松
慎
吾
さ
ん

コンサート会場での犠牲者追善供養会
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楽
し
い

　
　
フ
レ
ン
チ
ポ
ッ
プ
ス

ピ
ア
ノ
の
木
村
弘
美
さ
ん

ボ
ー
カ
ル
の
脇
本
麻
衣
さ
ん

熱気溢れるコンサート会場
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

　
　
　
山
田
良
江
さ
ん

生田流宮城社の琴

挨拶する中村笙子さん

『タイスの瞑想曲』（ジューマル・マスネ作曲）
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ピ
ア
ノ
の
山
田
健
一
さ
ん

音
響
の
魚
住
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

常照寺コーラス部による合唱

皆で呈茶の準備 茶席の床
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一服どうぞ！

心を込めて

本堂での茶席



心 （12）平成28年７月１日　（隔 月 刊）（第22号）

発行所／京都市北区鷹峰北鷹峰町一　常　照　寺　　　編集兼発行人／奥田正叡

七
月
一
日
（
金
）　
　 

　
終
日
　
　
　
　
朔
日
参
り

七
月
三
日
（
日
）　
　

　
終
日
　
　
　
　
月
釜

七
月
八
日
（
金
）

　
午
後
　
一
時
　
本
尊
開
顕
会

　
　
　
　
　
続
　
例
月
水
子
供
養

七
月
九
日
（
土
）

　
午
前
十
時
　
　
一
部
経
読
誦
会

　
午
後
一
時
　
　
蓮
華
会
唱
題
行

七
月
十
七
日
（
日
）

　
午
前
九
時
　
　
山
内
大
掃
除

七
月
二
十
四
（
日
）

　
午
前
十
時
　
　
て
ら
こ
や
修
養
道
場

七
月
二
十
六
日
（
火
）　
　

　
午
前
九
時
　
　
開
山
忌
・
墓
供
養

八
月
一
日
（
月
）　
　

　
終
日
　
　
　
　
朔
日
参
り

　
午
前
十
時
　
　
鬼
子
母
尊
神
大
祭

八
月
十
日(

水)

　
　

　
午
前
十
時
　
　
三
面
大
黒
天
甲
子
祭

八
月
十
六
日
（
火
）

　
午
前
十
時
　
　
盂
蘭
盆
施
食
会

　
午
後
よ
り
　
　
開
山
忌
・
墓
供
養

八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
午
後
一
時
　
　
第
二
回
夏
季
大
学

平
成
二
十
八
年
七
月
八
月
行
事
案
内

＝いのちに合掌・仏様の心を育てましょう＝

　子ども達に仏様の心を伝えたいと思っています。お坊さんの話をを聞いて、合掌して仏様を拝んだり、掃除
や工作したり、遊んだり。お寺を開放して子ども達の心と向き合いたいと思っています。どなたでも参加でき
ます。お申し込みをお待ちしています。

　　日　　時　　7月 24 日（日）午前 10時〜午後 4時 30 分（9時 45 分集合）

　　対　　象　　小学生 1年〜 6年生

　　内　　容　　仏前作法・座禅・法話・太鼓・工作など

　　会　　費　　子ども　1500 円　　大人 1000 円（子供だけでも大丈夫ですが付き添い・手伝

いの場合）

　　申し込み　　常照寺　TEL．075-492-6775　FAX．075-492-1727（7月 5日まで）

第11回「てらこや修養道場」ご案内

　仏教の基礎を学びたい方、法華経の基礎を学びたい方ならどなたでも参加できます。緑に囲まれた洛北の静かなお

寺で共に修行しましょう。今回はお題目について学びます。是非ともご参加下さい。

〒603-8468　　京都市北区鷹峰北鷹峰町1番地　
常照寺　住職　奥田正叡　

　　日　　時　　8月 28 日（日）午後 1時〜午後 4時 30 分

　　対　　象　　檀信徒・一般の方どなたでも参加できます。（中学以上）

　　参 加 費　　1500 円　お抹茶付きです

　　持 ち 物　　小筆（墨汁は用意します。）

　　申し込み　　常照寺　TEL．075-492-6775　FAX．075-492-1727（8月 16 日まで）

　　日　　程　　12：45　　受付

　13：00　　講義「お題目って何？」

　14：30　　休憩　

　15：00　　書写　光明題目の書き方と書写

　16：00　　唱題行　

　16：30　　終了

　　　　　　第2回　「夏期大学」ご案内　　テーマ「お題目」


